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▼
小
松
正
樹
⑥
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ 

ル
、
か
ら
「
う
わ
さ
の
新
聞
ス 

ポ
ン
サ
ー
費
」
と
し
て
2
万
円 

現
金
封
筒
で
送
金
し
て
き
た
。 

小
松
は
我
ら
が
同
期
唯
一
人
の 

一
部
上
場
会
社
の
重
役
で
あ
る 

（
と
患
う
が
、
他
に
も
い
れ
ば 

嬉
し
い
）
。
奥
山
省
吾
⑤
の
訃 

報
で
や
る
気
を
失
せ
た
新
聞
だ 

が
文
字
ど
う
り
「
現
金
」
な
も 

の
で
再
び
頑
張
る
ゾ
。
一
回
発 

行
1
ス
ポ
ン
サ
ー
の
予
定
だ
っ 

た
が
既
に
須
佐
善
夫
⑦
福
島
県 

商
工
信
用
組
合
理
事
長
、
鴫
原 

 

幸
男
②
研
創
デ
ザ
イ
ン
制
作
部 

か
ら
も
預
か
っ
て
お
り
ま
し
た 

ス
ポ
ン
サ
ー
予
定
者
、
請
求
前 

に
送
金
し
て
頂
く
と
、
毎
月
で 

も
発
行
し
て
し
ま
う
。
▼
鈴
木 

暉
夫
⑤
須
賀
川
高
校
へ
転
勤
『 

花
と
緑
の
町
須
賀
川
市 

年
の 

伝
統
有
る
須
高
。
よ
い
環
境
に 

恵
ま
れ
た
学
校
に
教
頭
と
し
て 

赴
任
し
ま
し
た
。
30
年
振
り
、 

地
元
の
学
校
の
教
育
向
上
の
為 

、
力
を
尽
く
た
い
と
思
っ
て
お 

り
ま
す
』
と
▼
関
根
隆
太
郎
⑥ 

『
私
が
入
社
し
た
日
本
鉱
業
が 

石
油
の
日
鉱
共
石
と
金
属
の
日 

鉱
金
属
に
分
か
れ
金
属
の
方
で 

頑
張
る
事
に
な
っ
た
。
現
在
茅 

ヶ
崎
か
ら
相
模
線
で
四
つ
目
の 

85 

倉
見
に
あ
る
、
金
属
加
工
工
場 

の
総
務
部
長
と
し
て
勤
務
し
て 

お
り
ま
す
。
近
く
に
同
級
生
の 

遠
藤
君
が
お
ら
れ
、
豆
腐
製
造 

で
大
成
功
し
て
お
ら
れ
ま
す
』 

▼
梅
津
伸
一
①
日
本
全
薬
取
締 

役
は
二
度
目
の
札
幌
に
転
勤
に 

な
っ
た
。
子
供
が
大
き
く
な
り 

手
が
離
れ
奥
様
同
伴
で
新
婚
気 

分
だ
と
。
札
幌
か
ら
戻
っ
て
来 

る
前
に
雪
祭
見
に
行
き
た
い
。 

▼
古
川
正
博
⑥
『
広
野
町
教
育 

委
員
会
勤
務
と
成
り
、
公
民
館 

を
中
心
に
生
涯
学
習
の
推
進
社 

会
教
育
に
た
ず
さ
わ
る
事
に
な 

っ
た
。
自
分
の
母
校
を
顧
み
る 

と
小
学
校
は
立
直
し
中
学
校
は 

統
合
、
元
の
ま
ま
残
っ
て
い
る 

の
は
唯
一
安
高
本
館
だ
け
で
心 

の
依
り
所
に
し
て
い
る
』
▼
芳 

賀
忠
利
『
最
近
、
夜
出
掛
け
る 

の
が
些
か
億
劫
に
な
っ
た
。
人 

嫌
い
な
の
か
、
年
の
せ
い
か
』 

▼
来
年
の
百
十
周
年
の
同
窓
会 

名
簿
作
成
に
あ
た
り
、
同
窓
会 

へ
、
私
の
デ
ー
タ
と
突
合
わ
せ 

し
た
い
と
言
っ
た
ら
、
名
簿
請 

負
業
者
が
75
期
の
名
簿
を
そ
っ 

く
り
送
っ
て
き
た
。
お
陰
で
今 

ま
で
こ
の
葉
書
が
届
か
な
か
っ 

た
人
の
住
所
が
10
人
ほ
ど
判
明 

し
た
。
▼
体
の
中
心
部
も
奮
い 

立
た
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
現
在 

、
友
の
活
躍
を
知
っ
て
、
こ
の 

新
聞
が
貴
君
の
精
神
的
エ
ネ
ル 

ギ
ー
の
元
に
な
れ
ば
嬉
し
い
。 


